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＜第４分科会＞「組織・運営に関する課題」 

◇提言者  島根県江津市立青陵中学校 教頭 升本 広幸 先生 

 

◇提言主題 小規模な教頭会組織による研究大会運営に向けての取組 

―１１人で２８１名の教頭先生をおもてなし― 

 

◇概要（発表） 

会員 11 名という最小規模の組織で「第 36 回島根県公立小中学校教頭会研究大会」を運営するため、持続

可能な大会運営の在り方を研究した。小規模組織ならではの円滑な連携を重視しつつ、民間企業との連携や ICT

活用による業務改善に組織的に取り組んだ。具体的には、既存の運営方法を抜本的に見直し、「業務の簡略化」

「紙媒体の廃止」「事務業務の外部委託」を実施した。教頭会が本来注力すべき分科会運営に人員や時間を集中

させることで、多くの参加者を迎える効率的な運営モデルを構築し、高い満足度を得ることができた。 

 

◇グループ協議の様子 

協議の柱を「組織体制の見直しと業務の精選・委託を通して、効率的かつ持続可能な研究大会や研究の在り方、

学校づくりにつなげる副校長・教頭の役割」とし、活発な協議が行われた。 

・SSS の勤務延長や放送業務の外注、校内データ化や PTA 広報誌等のペーパーレス化により教員が指導に注

力できる環境が整備された一方で、部活動の地域移行による窓口負担や、教育委員会との連携不足・セキュリ

ティ対策に伴う事務負担の増加が教頭の課題となっている。 

・業務改善に向けては「仕事を減らす」意識のもと、従来の校務分掌を廃止・再編して強みを生かす組織体制を

構築することや、ハイブリッド型の情報共有が有効である。 

・業務委託時の個人情報保護には ICT 支援員の活用やデータの匿名化などの工夫が有効である一方、伝統を重

視する保護者との合意形成や、大規模行事におけるノウハウの継承の難しさが残る。 

 

◇主な指導・助言 

北海道教育庁石狩教育局教育支援課学校教育指導班主査 柳沼 慶祐 先生 

業務改善の本質は単なる時間短縮ではなく、教師が子供と向き合い専門性を高める時間を確保することに

ある。江津市の「何を託し、何を自ら担うか」という明確な線引きは、学校運営の核心を突く実践である。

副校長・教頭には、前例にとらわれず「子供の学びに資するか」を基準に、守るべきものと手放すものの優

先順位を示す判断力が求められる。対話を通じ、教職員が安心して挑戦し、成長できる学校文化を醸成する

ことが肝要である。 

 

埼玉県熊谷市立荒川中学校 校長 齋藤 健一 先生 

本実践の核は、小規模組織ゆえの困難を「おもてなし」の心で前向きに捉

え直した姿勢にある。副校長・教頭には、大会運営における挑戦を「自校な

ら何が可能か」という視点で捉え直し、改善を具体化する行動力が期待され

る。協議で見られた共感的・肯定的な聴く態度は、校内の対話や生徒指導の

模範となる。孤独になりがちな職責だからこそ、今回の学びを契機に横のつ

ながりを広げ、互いに高め合う持続可能な学校運営を推進してほしい。 
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◇提言者  北海道函館市立桔梗小学校 教頭 佐藤 知 先生 

 

◇提言主題 未来を切り拓く豊かな人間性と創造性を育む活力ある学校づくり 

―活力ある学校をつくる「組織・運営」における教頭の関与の在り方― 

 

◇概要（発表） 

教頭が組織の要としてリーダーシップを発揮し、「活力ある学校」を実現する関与の在り方を究明することを

目的として、函館市小学校教頭会が3年間にわたる研究を進めた。具体的には「地域学校協働」「幼小連携」「安

全教育」の3分野に焦点を当て、継続性・協働性・関与性の3つの視点で実践を整理した。教頭が「つなぐ・

支える・見守る」役割を担い、心理的安全性の確保やエンパワメントを重視したマネジメントを行うことで、組

織の自走を促した。その結果、教職員の意識が高まり、子供の資質・能力を育む教育活動へと発展した。 

 

◇グループ協議の様子 

協議の柱を「学校マネジメントを強化し、組織的に教育活動を推進する活力

ある学校づくりにおける副校長・教頭の役割」とし、活発な協議が行われた。 

・PTA 活動の ICT 化や「できる範囲での参加」への転換によるスリム化、さ

らにはQRコードを用いたボランティア募集や学校運営協議会への環境整備

の依頼などを通じ、教頭が過度に仲介役を担わない、地域・外部との持続可

能な連携体制を構築している。 

・教職員の負担軽減が教頭自身の過重負担につながるという課題に対し、活動

の意義を丁寧に説明して納得を得ることで心理的負担を和らげ、教頭が交代しても教育活動が継続できる組

織的な学校経営の仕組みづくりを推進している。 

・教頭が意図的に相談しやすいグループ化を図るなどのコーディネートを行い、心理的安全性を確保した上で

「任せて見守る」姿勢を貫くことで、若手が孤立せず主体的に成長できる若手教員育成の環境を整えている。 

・地域特性に応じた独自の防災訓練や抜き打ち訓練の実施、さらには引き渡し訓練時の動線確保に向けた組織

的な体制整備など、教頭が中心となって実効性の高い安全教育の推進と危機管理能力の向上に取り組んでい

る。 

 

◇主な指導・助言 

北海道教育庁石狩教育局教育支援課学校教育指導班主査 柳沼 慶祐 先生 

教頭の役割を「3C（継続性・協働性・関与性）」の視点で整理した実践を

高く評価する。業務改善は目的ではなく、本来大切にすべき教育活動に人員

や時間を配分するための手段である。生み出した時間を活用して心理的安全

性を確保し、教職員のエンパワメントを重視した組織づくりが、子供の主体

的な姿を引き出している。調整を単なる事務作業ではなく「意味の翻訳」と

捉え、教職員や地域が当事者として学校づくりに参画できる土壌を築くこと

が、持続可能な学校経営の本質である。 

 

埼玉県熊谷市立荒川中学校 校長 齋藤 健一 先生 

教頭は学校という「扇」を束ねる「要」である。個々の教員という骨を状況に応じて適度に締め、経営ビジ

ョンという美しい絵を世に示す役割を担う。前面に立たず後方から支援し、教員が自ら走り出せるよう巧み

なマネジメントが肝要である。子供の変容を教師のやりがいに、教師のやりがいを教頭自身の喜びにつなげ

る好循環を築き、時には校長や仲間を頼りながら職務を楽しんでほしい。 


